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Ⅰ 社会福祉法人六心会の概要

東近江市五個荘地区（2020.6.1）
人口：11,809人 高齢化率：26.5％

１．法人本部所在地
滋賀県東近江市五個荘川並町268 特別養護老人ホーム清水苑

２．法人の概要
(1)設立…1993(平成5)年8月
(2)事業開始…1994(平成6)年4月
(3)経営事業
①社会福祉事業 ②公益事業
＜第1種＞ ・居宅介護支援事業
特別養護老人ホーム ・介護老人保健施設

＜第2種＞ ・居宅サービス
・老人短期入所事業 短期入所療養介護
・老人デイサービス事業 通所リハビリテーション
・老人介護支援センター
・認定生活困窮者就労訓練事業
・障害者福祉サービス事業→障がい児者入浴支援

(4)事業活動による収支（2019年度決算）
事業活動収入：1,081,460,571円 事業活動支出：974,831,145円

(5)職員数（2020(令和2)年10月1日）
常勤117名（62％）非常勤71名（38％）計188名
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施設名称 特別養護老人ホーム 清水苑

事業所番号 2570500211

開設 1994（平成6）年4月1

所在地
〒529-1441
滋賀県東近江市五個荘川並町268番
地

電話番号 0748-48-5000

FAX番号 0748-48-6100

定員 入所 84名・ショートステイ 16名

部屋数
部屋数 32（個室：6 2人部屋：5
4人部屋：21）

職員数 常勤50名 非常勤41名 計91名

施設名称 介護老人保健施設 ここちの郷

開設 2005（平成17）年10月1日

所在地
〒529-1431
滋賀県東近江市五個荘山本町466番
地

電話番号 0748-48-8300

FAX番号 0748-48-8301

定員
入所75名、通所リハビリテーション
24名（月～金）

部屋数
部屋数 55室（個室 ： 35室 2
人部屋 ： 20室）

職員数 常勤46名 非常勤14名 合計60名

施設名称
地域密着型特別養護老人ホーム
きいと

開設 2014（平成26）年10月1日

所在地
〒529-1431
滋賀県東近江市五個荘山本町447番
地34

電話番号 0748-48-7501

FAX番号 0748-48-7502

定員 入居29名、ショートスティ10名

部屋数

全室個室・ユニット型 39室
もえぎユニット 10室
あさぎユニット 9室
うすべにユニット 10室
しこんユニット 10室（ショート）

職員数 常勤21名 非常勤16名 3

３．六心会が経営する施設の概要



Ⅱ 六心会の「地域における公益的な取り組み」の概要
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きいとサロン

きいとカフェ

介護のイロハ勉強会

ワンデイ・ワークショップ

五個荘地区地域福祉推進の事務局

コミュニティ食堂てんびんの里みなみ

五個荘地区住民福祉会議

五個荘地区社会福祉協議会

五個荘地区まちづくり協議会 4

福祉施設の空間・設備・人財活用プログラム

エロンゲーション体操／担当：OT・PT

喫茶／担当：RD・ボランティア

テーマ別勉強会／担当：PT・OT・RD・NS・CM・CW

各種講座／担当：プログラムに応じて

地域と施設の協働プログラム

てんびん倶楽部 専門職等のネットワーク組織の事務局

第二層協議体の事務局

役員・事務局会議への参画

運営委員への参画

福祉教育

自治会福祉活動応援

民生委員・自治会・地区社協・きぬがさ・六心会

学校への人財の派遣/児童・生徒の体験受け入れ

自治会サロンへの人財派遣・見守り会議への参画

会場：きいと地域交流スペース

【メンバー】
ここち副施設、
きいと施設長、
ここちOT、RD、
情報担当事務
員、清水苑事
務員、地域支
援担当（2名）
（計8名）
【事務局】
法人本部地域
支援担当

地域支援担当
(専任1・兼任1)

摘要

OT：作業療法士 PT：理学療法士 RD：管理栄養士 NS：看護師
CM：ケアマネージャー CW：ケアワーカー

地域福祉・ま
ちづくり推進
団体への参画



5

Ⅲ 六心会の「地域における公益的な取り組み」の展開

～2014年

•2014年11月：安心サポート委員会に参画

•小中学校の福祉教育受け入れ・職員派遣

2015年～
2017年度

•2015年3月：「五個荘エリア三方よし研究会」→「てんびん倶楽部」の開始

•2015年8月：自治会夏祭り出店開始

•2016年10月：地域支援担当職員1名(兼務）配置

•2017年3月：てんびん倶楽部で自治会出前講座開始

•2017年4月：東近江市第二次地域福祉計画開始

•2017年4月：第2次五個荘地区住民福祉活動推進会議委員就任（理事長・地域支援担当）

•2017年6月：第一層協議体に参加（地域支援担当）

•2017年9月～12月：市社会福祉法人ラウンドテーブル(ワークショップ）参加→地域公益活動の企画

•2017年9月：きいとサロン＆カフェ開始

2018年～
2019年度

•2018年4月：五個荘山本町・川並町の見守り会議に参加開始

•2018年5月：市民協働推進委員参画（地域支援担当）

•2018年6月：コミュニティ食堂てんびんの里みなみ開始（会場：初回：清水苑→養護老人ホームきぬがさ）

•2018年9月：「介護のイロハ勉強会」開始（月1回）

•2019年4月：五個荘地区社協理事就任（地域支援担当）

•2019年6月：ワンデイ・ワークショップ開始（月1回）

•2019年6月：五個荘地区まちづくり協議会運営委員就任（地域支援担当）

•2019年7月～：「自治会カルテ」づくりに参画

2020年度
～ •2020年4月：地域支援担当専任職員配置（法人本部）→2人体制へ拡充（専任1名・兼任1名）

•2020年5月：五個荘地区住民福祉会議発足（東近江市生活支援体制整備事業第二層協議体）→事務局受託

•2020年6月：コミュニティ食堂てんびんの里みなみ再開（会場：結神社）

2014年10月1日：地域密着型特養きいと開設

2018年4月1日：ここちの郷が「超強化型老健」に

2018年8月：定款に「認定生活困窮者就労訓練事業」を追加

2020年8月：「障害者福祉サービス事業の経営業」を追加

参加

参画

創造
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Ⅳ 今後の展開に向けて～当面の課題として

１．六心会職員一人ひとりの「地域化」
①職員一人ひとりの専門性の維持・向上とともに、地域への視点と地域に関わる力の育成
②実践の積み重による法人としてのフィロソフィーやキーストーンの言語化（見える化）

２．地域で安心して暮らすことをより支援する実践展開
①居住支援法人への志向と試行
②市内社会福祉法人のネットワーク化（ラウンドテーブルを起点に）

３．第二層協議体の事務局機能の発揮
①五個荘地区住民福祉会議の浸透及び参加と協議の「器」としての協議体の事務局基盤の

整備
②五個荘地区社会福祉協議会及び五個荘地区まちづくり協議会との協働強化と実践領域の
開発
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【参考１】きいとサロン＆カフェ・ワンデイ・ワークショップの実施状況（2019.4～2020.2）
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【参考２】2020年7月に再開した「きいとサロン＆カフェ」の様子

サロン「エロンゲーション体操」の様子 カフェの様子
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プレ 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 16回

平成30年度～令和元年度「コミュニティ食堂てんびんの里みなみ」参加者

数等の推移

子ども 保護者 スタッフ等 合計

会場：養護老人ホームきぬがさ（プレ：特養清水苑）（H30.6～R1.11)

参加者数：子ども484名・保護者85名・スタッフ296名 【計】865名

会場：結神社（R2.6～）
参加者数：子ども65名・保護者14名

スタッフ87名 【計】166名

子ども549名・保護者99名
スタッフ383名

【計】1,031名参加

【参考３-１】「コミュニティ食堂てんびんの里みなみ」の参加者等の状況



旗を掲げると「開店」のサイン

非接触式体温計で検温→受付→手洗い

ここちの郷のPTによる「走り方教室」
～体操

「きぬがさ」で調理したカレーを搬入

お母さんも子どもと一緒に 10

【参考３-２-１】2020年6月から再開した「コミュニティ食堂てんびんの里みなみ」の様子

第17回：2020年６月19日（金）17：00～18：45 第18回：2020年７月17日（金）17：00～18：45

1週間前から小学生の通学路にある
地蔵堂に旗を掲げて開店予告

主任児童委員が受付

ここちの郷のPTによる
「走り方教室part2」

今回は走ったここちの郷のPTによる「走り方教室」
～ストレッチ

食事前の手洗い場

夏野菜カレーをみんなで
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【参考３-２-２】2020年6月から再開した「コミュニティ食堂てんびんの里みなみ」の様子

子どもVS大人で満水リレー

明治16年寄進の手水舎の水を
フィルムキャップで汲む

一升瓶に注ぎ込む

選手交代

丁寧に注ぎ込む

みんなで一緒にピラフをいただく

第19回：2020年８月21日（金）17：00～18：30

軽トラを「スクリーン・カー」に

16㎜フィルム映画を上映します

「走れメロス」と「ごんぎつね」を上映

第20回：2020年９月17日（金）17：00～18：00

一生懸命見る子ども

一生懸命見る大人

炊き込み御飯をいただきながら



１．第２層協議体の設置及び運営
○第２層協議体として「五個荘地区住民福祉会議」を開催し、五個荘地区の多様な住民活動、福
祉活動の状況を共有するとともに、これらの取組をつなぎ、協働する態勢づくりを進め、五個
荘地区全体のゆるやかなネットワークづくりを進める。

(1)「五個荘地区住民福祉会議」の開催…年３回
(2)先進地視察研修の実施…年１回
(3)地域支えあい推進員の設置（社会福祉法人六心会 地域支援担当 奥村・辻）
２．地域の活動や資源の見える化
○第２層協議体に２つのチームを設置し、地域の活動や資源の見える化を進める。
(1)自治会応援チーム
①「地域の財（たから）事例集」（仮称）の作成
②「五個荘住民福祉フォーラム」の開催

(2)子ども・子育て応援チーム
①子育て応援の「見える化」
②「五個荘子育て応援会議」(仮称)の開催

(3)ＷＥＢによる発信の仕組みの構築
・ＷＥＢを活用して五個荘地区住民福祉会議の活動
や作成資料を発信するとともに、住民が容易にア
クセスできる仕組みを構築する。

【参考４-１】五個荘地区住民福祉会議の発足経過と概要

○五個荘地区社会福祉協議会、五個荘地区まちづくり協議会、地域住民が協働して「五個荘地区住民福祉活動計画」を策定し、現在、第２次計画（平成29年度～令和３年
度）に基づき、「だれもが人財みんなで支えあうまち五個荘」という理念を掲げ活動を展開している。

○令和元年度は「第２次五個荘地区住民福祉活動計画推進会議」（以下、推進会議）全体での協議に加え、構成員が「自治会応援チーム」と「子ども・子育て応援チー
ム」の２つのチームに分かれて活動を開始した。

○「自治会応援チーム」は、自治会へ出向いて聞き取り調査を行い「自治会福祉カルテ」の作成に着手した。「子ども・子育て応援チーム」は、「自治会応援チーム」と
ともに地域の状況等を把握し、子育て応援に関する調査の準備を進めている。

24溝江麻衣子（地域住民・市まちづくり協働課）
25安居詩帆（地域住民・まちづくり協議会 広報担当）
26吉川鐘子（てんびん倶楽部・養護老人ホームきぬがさ 所長）
27吉居崇司（五個荘地区まちづくり協議会 副会長）

○令和２年度から「五個荘地区住民福祉活動計画推進会議」を「五個
荘地区住民福祉会議」に名称変更し、以下のメンバーで活動に取り組
む。（メンバーは必要に応じて追加）

①市田 衛（五個荘地区社会福祉協議会 総務部会長）
②猪田耕平（地域住民・保健師）
③大橋保治（五個荘地区まちづくり協議会 安心安全部長）
④奥村 昭（社会福祉法人六心会 地域支援担当）
⑤川嶋重剛（五個荘地区社会福祉協議会 事務局長）
⑥河村栄一（五個荘地区社会福祉協議会 広報部長）
⑦北川友一（健康倶楽部ごかしょう）
⑧木村光男（五個荘地区社会福祉協議会 理事/五個荘地区まちづくり協議会運営委員）

⑨小杉 勇（五個荘地区まちづくり協議会 会長）
⑩佐々木律子（ボランティア）
⑪篠原玲子（五個荘地区まちづくり協議会 運営委員）
⑫関 菊世（サラナ親子教室代表）
⑬辻 薫 （社会福祉法人六心会 地域支援担当）
⑭堤 洋三（社会福祉法人六心会 理事長）
⑮外村俊夫（てんびん倶楽部・ケアプランセンター福来朗）
⑯中西智史（東近江市社会福祉協議会 地域福祉課係長）
⑰成田美樹（東近江市社会福祉協議会 地域福祉課主事）
⑱西 義一（五個荘地区民生委員児童委員協議会 会長）
⑲西村貞之（五個荘地区社会福祉協議会 事業部長）
⑳野々目 良一（ほっとハート五個荘代表）
21林 留奈（地域住民・保健師）
22深尾浄信（五個荘地区社会福祉協議会 会長）
23細居悦子（五個荘地区まちづくり協議会 運営委員）

経過

業務計画

【予算】合計650千円
■業務委託費（市）…500千円
■地区社協助成金… 100千円
■まち協助成金…… 50千円

第２層協議体運営業務決定日：R2.5.29
メンバー

サイト
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第３層：自治会

第１層：市域

第２層：五個荘地区

五個荘地区住民福祉会議

地区社協

まちづくり協議会

てんびん倶楽部

自治会福祉委員会

ボランティア

福祉活動団体

五個荘地区のまち
づくりをすすめる

五個荘地区の福
祉活動を進める

医療・福祉の専門職
と地域住民とのネッ
トワーク

自治会内で福祉課題を話
し合い・活動する

五個荘地区における住民同士の支え合い・助け
合い活動や、日頃の暮らしの営みから生み出さ
れる交流やつながりを、五個荘地区の「財」
（たから）としてとらえ、その価値を地区全体
で確認し、共有する取り組みを進める。

五個荘地区の人の「財」（尊さ）がますます光
輝くよう、命の尊厳・生きがいを確かめ合い、
多様な世代の住民と活動が交流し、新たな
「財」が生み出されるような場づくりと、その
仕組みとしての協議体づくりを進める。

（第２層協議体）

社会
資源

社会
資源

社会
資源

社会
資源

社会
資源

【参考４-２】五個荘地区住民福祉会議のイメージ図～第３層～第１層
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【参考４-３】ＷＥＢによる情報発信 http://gokashofukushi.com/
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